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１．研究の背景および目的  

 平成年の｢つくばエクスプレス以下，ＴＸ線｣の開通に伴う沿線開発による周辺緑地の減少１を危惧した

流山市は，平成年に｢流山市景観計画グリーンチェーン景観計画以下，グリーンチェーン景観計画｣を策定

し，豊かな緑地景観の保全･再生を推進している２．しかしながら，グリーンチェーン景観計画では，新川耕地地区

など景観計画重点区域を核とした緑の景観保全計画を謳ってはいるものの，その具体的な緑地像については依然と

して検討段階にある．今後，グリーンチェーン景観計画における具体的な緑地像を示すためには，まず，市域に根

付いた景観資源を捉える必要がある．この考えのもと，｢字名｣がその地域の根源的な地理的･景観的特徴を多分に反

映される場合が多いことを踏まえ，本稿では，大字の地名由来とその地理的分布に着目し，流山市内の緑に由来す

る伝統的な景観資源を把握することを目的とする．

２．研究方法 

流山市内の大字の分布状況については，明治

年と平成年において，その分布状況が特定可能な

資料が入手できたことより，この２時期を分析対象とした．

大字の由来については，流山市内の大字の由来を網羅し

ていた千葉県地名由来辞典５と地名語源辞典６
の２文献を

分析対象とした表－１３
４．

３．大字の地名由来とその地理的分布 

文献調査結果より大字の地名由来を特徴ごとに７分類した表－２５
６．以下に各時期における結果を述べる．

(１)1880(明治 13)年の大字：当時存在した大字は全件であった表－２，図－１．このうち｢地形｣を由来とする

ものが件と最も多く，次いで｢位置｣が８件，｢所在｣が７件，｢人物｣｢物語｣が各４件，｢転訛｣が１件，｢不明｣が３

件であった．そこで，最も件数が多かった｢地形｣に関する由来を表－２，３，図－１をもとに以下に言及する．  

「地形｣を由来とする大字は，江戸川沿いの連続した崖が一旦切れて谷状になったことに起因する｢桐ケ谷｣など， 
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調査対象文献 調査内容 

流山市史―民俗編―３） 1880(明治 13)年時における大字の分布状況 

揺れやすさマップ４) 2006(平成 18)年時における大字の分布状況 

千葉県地名由来辞典５) 大字の由来 

地名語源辞典６) 大字の由来 

 

表－１ 調査概要 

表－２ 地名由来に基づく分類項目と該当件数(重複含む)注 

項目 意味 明治 13年 平成 18年 

地形 土地の形状について記されているもの 20 件 25(５)件 

位置 位置関係について記されているもの ８件 12(４)件 

所在 物事が存在するものについて記されているもの ７件 ９(２)件 

人物 人物名が起源となっているもの ４件 ５(１)件 

物語 語り伝えられてきたもの ４件 ４件 

転訛 語の本来の音がなまって変化したもの １件 １件 

不明 文献から抽出できなかったもの ３件 ４(３)件 

 

【凡例】(  ):新設された現存する大字の件数 

注：明治 18年時に大字由来が重複するもの５件、平成 17年時の８件を含む 

調査対象文献 調査内容 

流山市史―民俗編―３） 1880(明治 13)年時における大字の分布状況 

揺れやすさマップ４) 2006(平成 18)年時における大字の分布状況 

千葉県地名由来辞典５) 大字の由来 

地名語源辞典６) 大字の由来 

 

表－１ 調査概要 

【凡例】(  ):新設され、かつ現存する大字の件数 

表－２ 地名由来に基づく分類項目と該当件数(重複含む)注 

項目 意味 明治 13年 平成 18年 

地形 土地の形状について記されているもの 20 件 25(５)件 

位置 位置関係について記されているもの ８件 12(４)件 

所在 物事が存在するものについて記されているもの ７件 ９(２)件 

人物 人物名が起源となっているもの ４件 ５(１)件 

物語 語り伝えられてきたもの ４件 ４件 

転訛 語の本来の音がなまって変化したもの １件 １件 

不明 文献から抽出できなかったもの ３件 ４(３)件 

 
注：明治 18 年時に大字由来が重複するもの５件、平成 17 年時の８件を含む 

大字名 由来 出典 
合計 

明治 13年 平成 18年 
１,深井新田 低湿地の深い田の意である。 

千葉県地名由来辞典５) 

20 件 25 件 

２,西深井 低湿地の深い田の意である。 
３,東深井 低湿地の深い田の意である。 
４,平方村新田 ひらは平らの意だけでなく傾斜地にも使われ、江戸川に向かって傾斜した台地の肩の意 
５,平方 ひらは平らの意だけでなく傾斜地にも使われ、江戸川に向かって傾斜した台地の肩の意 
９,小屋 ｢荒谷(こうや)｣の転訛 
15,谷 谷津なる地形による。 
16,桐ケ谷 江戸川沿いの連続した崖が一旦切れて谷状になり｢切れが谷｣と呼ばれていたものの転訛 
19,下花輪 紡錘状台地の端の地形に由来する。 
24,青田 あおは湿地によく使われる地名といわれる。 
25,三輪野山 往古、この地に住み付いた人々が、地形が故郷奈良の三輪山に似て居ることから名付けた。 
27,加 ｢く｣は古語、｢くゆ(崖)｣の語幹、｢わ｣は｢端｣であり、地形による。 
28,後平井 坂井または坂居、すなわち坂のあたりの住居の意味 

地名語源辞典６) 
29,前平井 ヒラとは傾斜地の意をみち、坂井または坂居、すなわち坂のあたりの住居の意味 
30,長崎 台地と谷がいりこんだ地形による。 千葉県地名由来辞典５) 
36,西平井 坂井または坂居、すなわち坂のあたりの住居の意味 地名語源辞典６) 

37,流山 
・上州赤城山の一部が流れ付き、小山をなした事跡によるという。 

千葉県地名由来辞典５) ・洪水によって出来た、中洲の山｢ナガスヤマ｣が流山に転訛した。 
38,鰭ヶ崎 魚の背鰭に似た地形によるという。 
40,前ヶ崎 舌状に突き出した台地の地形による。 千葉県地名由来辞典５),地名語源辞典６) 

41,名都借 
｢ナズ｣は｢ナズキタ｣(水に漬かっている田)の意で、｢カリ｣は｢キリ｣に通じ、切り取られたような崖を意味し、｢泥田｣と｢崖
地｣をもつ地形に由来する。 

千葉県地名由来辞典５) 

46,江戸川台西 江戸川に沿った高台にあることによる。 
47,江戸川台東 江戸川に沿った高台にあることによる。 
45,富士見台 名峰｢富士山｣が眺められることによる。 

52,平和台 西平井土地区画整理事業に伴い、施工企業である平和不動産の社名と、その一部が高台にあることによる。 

55,松が丘 松林の丘陵地という地形による。 

 

表－３ ２時期における｢地形｣に関する大字および由来一覧 

【凡例】     ：明治 13年時より存在する大字        :明治 13年以降に新設された現存する大字  番号：図－１，２の【大字リスト】の番号に対応  
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江戸川付近にみられる谷津特有の地形起伏によって特徴づけられる．これは，大河川である江戸川の影響を受けて

成立した崖や谷が人々の生活界を規定したことより，その形状が大字名にあてられたと類推される．一方，江戸川

から離れた市内南東部においても，舌状に突き出した台地に由来する｢前ヶ崎｣のように，地形起伏に由来する大字

が多くみられた．以上の傾向より，流山市域では，江戸川をはじめとする河川の影響を受けて成立する地形起伏が

農地や住宅地などを分割することから，地形が大字名に反映されやすい傾向が捉えられた．

(２)2006(平成 18)年までに新設された大字：平成年の大字は全件であり図－２，このうち明治

年以降新設された大字は件であった．表－２より新設された大字の由来をみると，明治時代同様，｢地形｣が５件

と最も多く，次いで｢位置｣が４件，｢所在｣が２件，｢人物｣が１件，｢不明｣が４件であった．

以下，前節と同様に，件数が多かった｢地形｣に関する由来について言及する．明治年時以降に新設され

た｢地形｣に由来する大字は，｢江戸川台西｣など５件であり，このうち呼称に｢台｣と付く大字が４件みられる．これ

は，｢江戸川台西｣などが，江戸川沿いの台地上に位置することに起因するとみられる．また，｢松ヶ丘年設立

｣は，松林の丘陵地に由来しており，従来の｢地形｣に加え，流山市の大字では初めて｢緑地｣が由来となっている５．

この背景には，約年におよぶ時代経過の中で，年代以降に急進した宅地造成を転機とし，それまで住民に特

に意識されていなかった｢緑地｣｣が，その後地域の特徴を表すものとして認識されたと類推される．

４．大字の由来より捉えた流山市の景観資源 

 以上より，大字の由来より捉えた流山市の景観資源として，河川の影響を受けて成立した起伏に富んだ地形が最

も特徴的であることを明らかとした．一方で，グリーンチェーン景観計画の景観保全対象に掲げる緑地樹林地を

由来とする大字は｢松ヶ丘｣のみであり，字名の由来からみると，緑地は流山市を特徴づける伝統的な景観資源とし

て認識されにくかった実態が捉えられた．このことより，市内の緑地は現在もなお進行している都市開発などによ

って減少したことを背景に，近年，ようやく意識されはじめた景観資源であると考えられよう．

【参考文献】

１宮森隆･横内憲久･岡田智秀･押田佳子｢千葉県流山市における緑地保全･再生施策に関する研究｣日本建築学会大会学術講演梗概集
～９ ２流山市都市計画課｢流山市景観計画｣流山市 ３流山市博物館｢流山市史民俗編｣流山市３ 
４流山市建築住宅課｢揺れやすさマップ｣流山市 ５小林茂多｢千葉県地名由来事典｣ ６山中襄太｢地名由来辞典｣
校倉書房９ 

図－２ 平成 18 年時における大字の分布状況(文献４をもとに著者作成) 図－１ 明治 13 年時における大字の分布状況(文献３をもとに著者作成) 
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